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＜はじめに＞

労働人口の減少等によりRPAを活用した企業の生産性向上が注目を集めており、RPA人
材の確保や育成が企業にとって急務の課題となっている。

本報告書は、2019年8月1日よりドコモgaccoが提供するオンライン学習サービス「gacco®
（ガッコ）」を通じて個人・法人のお客さま向けに提供を開始したRPA(WinActor)習熟用
ソフトウェアおよび学習教材（以下、eラーニング）を障がい者に提供し、従事している業
務の生産性向上および就労条件の改善ならびに新たな就労機会の創出に資するかの共同実
証実験（以下、実証実験）に基づく考察および展望をまとめたものである。

障がい者がRPAを習熟するにあたって配慮・考慮すべき点（受講者の選定/受講環境の整
備/サポート体制等）や、eラーニングのみでRPAをどの程度習熟できるのかといった点を
検証し、本検証結果ならびに本実証実験で体得したナレッジを広めることが、障がい者の
雇用機会の創出、障がい者自身のスキルアップ、また障がい者の就労支援やスキルアップ
サポートに繋がるのではないかという想いから、各企業の協力・理解を得て、本報告書を
公開する運びとなった。

今後、多くの企業がRPA人材の担い手として障がい者の雇用や育成を積極的に取り入れ、
障がい者雇用率の向上ならびに就業のバリアフリーの一助となることを強く願っている。

＜参考＞本実証実験に関するプレスリリース
https://www.nttdocomo.co.jp/info/news_release/2019/07/29_01.html

＜本実証実験 参画企業＞

■取組鳥瞰図

https://www.nttdocomo.co.jp/info/news_release/2019/07/29_01.html
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■各社紹介

社名 株式会社ＮＴＴデータだいち（以下、ＮＴＴデータだいち）
本社所在地 〒135-6018 東京都江東区豊洲3-3-3 
従業員数 243名（内、障がい者188名)

（2019年12月1日現在）
主な事業内容 ・ITサービス事業

ウェブサイト制作、ウェブアクセシビリティ診断、IT研修など
・オフィス事業

名刺作成、オンデマンド印刷機による簡易印刷・製本、
貸し植木メンテナンス、古紙回収、その他受託業務 など

・ヘルスキーパー
NTTデータおよびNTTデータグループ社員への
マッサージサービス

・農業事業
牧場・農場関連の作業支援 など

社名 株式会社ベネッセビジネスメイト（以下、ベネッセビジネスメイト）
本社所在地 〒206-8686 多摩市落合1-34
従業員数 353名（フルタイム251名、パート102名（内、障がい者168名）

（2020年4月1日現在）
主な事業内容 ・業務サポート

総務サービス窓口、ベネッセアルバイトセンター運営、OAセンター、
車両管理・社員証・備品発注、RPA相談窓口など

・ファシリティサービス
オフィスクリーンサービス、メール室業務、会議室の予約管理・
セッティング、防災備蓄品管理など

・施設運営
ベネッセスタードーム（プラネタリウム）、マッサージルーム、
社員食堂・図書館運営管理など

社名 パーソルチャレンジ株式会社（以下、パーソルチャレンジ）
本社所在地 〒108-0014 東京都港区芝5-33-1 森永プラザビル本館18F・19F
従業員数 740名 (内、障害者 409名 : 身体 93名、知的 37名、精神 279名）

（2020年4月1日現在)
主な事業内容 ・障害者専門の人材紹介

・コンサルティング
・就労移行支援
・委託訓練
・教育・アセスメント
・公共事業受託
・事務アウトソーシング など

社名 株式会社エヌ・ティ・ティ・データ（以下、NTTデータ）
本社所在地 〒135-6033 東京都江東区豊洲3-3-3
従業員数 11,263名（単独／2018年3月末現在）118,006名（グループ全体／2018年

3月末現在）
主な事業内容 ・システムインテグレーション事業

・ネットワークシステムサービス事業
・その他これらに関する一切の事業
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社名 パーソルプロセス＆テクノロジー株式会社（以下、パーソルP&T）
本社所在地 〒135-0061 東京都江東区豊洲3-2-20
従業員数 4,251名（2020年3月1日現在）
主な事業内容 ・業務プロセスコンサルティング

・システム企画・開発、
・システム運用・保守
・パッケージソフト導入及び保守運用
・インフラ設計構築
・クラウドサービス
・ICTアウトソーシング
・エネルギーアウトソーシング
・セールスアウトソーシング
・WEBアナリティクスサービス
・バックオフィス支援
・カスタマーサポート支援

社名 株式会社ドコモgacco（以下、ドコモgacco）
本社所在地 東京都港区南麻布1丁目6番地15号
従業員数 28名（社員11名、派遣社員10名、協力社員7名）

（2020年3月31日現在）
主な事業内容 ・無料で学べる大学講座「gacco®」の運営

・「gacco」システムのASP販売
・「gacco」で公開した講座の企業研修向け提供

社名 株式会社NTTドコモ（以下、NTTドコモ）
本社所在地 〒100-6150 東京都千代田区永田町2丁目11番1号
従業員数 7,884名（当社グループ26,564名）

（2019年3月31日現在）
主な事業内容 ・通信事業

携帯電話サービス（LTE（Xi）サービス、FOMAサービス）、
光ブロードバンドサービス、衛星電話サービス、国際サービス、
各サービスの端末機器販売など

・スマートライフ事業
動画配信・音楽配信・電子書籍サービス等のdマーケットを
通じたサービス、金融・決済サービス、ショッピングサービス、
生活関連サービスなど

・その他の事業
ケータイ補償サービス、法人IoT、システム開発・販売・保守受託
など
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１．共同実証実験の概要

現在、日本国内の労働環境において人手不足や長時間労働などの課題が深刻であり、
RPAは定型業務を効率化するソリューションとして注目を集めている一方、RPAを実際に
操作しながら基礎知識・操作方法などを学ぶ機会が限られているためRPA人材（※）の不
足が発生しており、RPAを導入している企業も他国と比較して少ない。RPA人材の獲得や
社内での育成が急務の課題になっている。

NTTドコモは、全国の業務改善に悩みを抱える企業や業務効率化に取り組む企業へ、
RPA（WinActor）ならびに、RPA（WinActor）とAI技術/通信端末（スマートフォン・タ
ブレット）等を組み合わせたソリューション提供を行っている。NTTドコモがRPA導入企
業に対して提供するサポートメニューの中でも、RPA人材の育成（研修）に関するニーズ
が高いこと、またRPAの技術相談が電話・メール・デスクトップ共有等で受けられる「遠
隔サポート」のニーズが高いことから、「個人が自宅で学習できるeラーニング」を障がい
者が受講することで、遠隔でのRPA導入支援・技術支援や、相談・問い合わせ対応業務等、
新たな障がい者雇用機会の創出につながるのではないか、というアイディアが発端となり、
本実証実験を開始する運びとなった。また、本実証実験は、就労支援のみに留まらず、就
業中の障がい者のスキルアップ・業務生産性向上等にも繋がると思い、就職活動をされて
いる障がい者ならびに就業している障がい者を対象とし進めることとなった。

※2018年11月に発表された求名検索エンジン「スタンバイ」調べによると「RPA」求名
数が前年比6.4倍、「RPAエンジニア」は9.1倍
（https://www.bizreach.co.jp/pressroom/pressrelease/2018/1120.html）

1-1.共同実証実験の背景

https://www.bizreach.co.jp/pressroom/pressrelease/2018/1120.html
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1-2.共同実証実験の方法

(１)共同実証実験の進め方

(２)検証項目/分析項目
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(３)共同実証実験においての体制

No. 取り組み内容

役割分担

ﾊﾟｰｿﾙ
ﾁｬﾚﾝｼﾞ

NTTﾃﾞｰﾀ
だいち

ﾍﾞﾈｯｾ
ﾋﾞｼﾞﾈｽ

ﾒｲﾄ

NTT
データ

ﾊﾟｰｿﾙ
P&T

ﾄﾞｺﾓ
gacco

NTT
ドコモ

1 共同実証実験開始に向けた手続き Ƨ Ƨ Ƨ Ƨ

2 受講者の選定 Ƨ Ƨ Ƨ Ʀ

3 RPA説明会の実施 Ƨ Ƨ Ƨ Ƨ

4 説明会後アンケートの実施 Ƨ Ƨ Ƨ Ƨ

5 eラーニング受講環境の準備 Ƨ Ƨ

6 遠隔サポートの提供 Ƨ

7 eラーニング受講 Ƨ Ƨ Ƨ

8 アンケートの実施 Ƨ Ƨ Ƨ Ƨ

9 インタビューの実施 Ƨ Ƨ Ƨ Ƨ

10 検証結果の取りまとめ・分析 Ƨ Ƨ Ƨ Ƨ

11 評価・報告書作成 Ƨ

12 検証結果の公表 Ƨ Ƨ Ƨ Ƨ Ƨ Ƨ Ƨ

13 報告書公表後の展開検討 Ƨ Ƨ Ƨ Ƨ

※「○」…前提条件の提示のみ実施

(４)共同実証実験の実施スケジュール

取り組み内容
2019年度 2020年度

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

共同実証実験開始向けた手続き

受講者の選定

RPA説明会の実施

説明会後アンケートの実施

実証実験ID等の用意

eラーニング受講

遠隔サポートの提供

中間アンケートの実施(30日)

最終アンケートの実施(60日)

追加検証の実施

追加検証アンケートの実施(90日)

インタビューの実施

効果検証結果の整理

検証結果の取りまとめ・分析

評価・報告書作成
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1-3.（参照）RPA/WinActorとは

Robotic Process Automationの略で、ロボットがパソコン業務を代行し自動化するソリュ
ーションである。

■RPAとは

<RPAが得意とする業務＞
・PC操作が大量に発生する、マニュアル化できる(するべき)業務
・情報が電子化(構造化・正規化)されているもの
・定期的に発生するもの(大量の反復操作を伴うもの)
・処理方針や判断ルールが明確なもの

RPAは“パソコン上の定型業務”を自動化するため、パソコン外にある営業情報や紙資料
を自動化する場合はスマートフォンやタブレット端末、OCRといった他ソリューションと
組み合わせが必要となる。

■WinActorとは

NTT研究所が開発した国内シェアNo.1のRPAソリューションである。*1
尚、2020年5月19日現在の導入企業数は5,000社を超えている*2

*1 RPA総合プラットフォーム「RPA BANK」調べ：RPA利用実態アンケート調査
（2018年11月、有効回答数772社）
*2 NTTアドバンステクノロジ株式会社開示情報（https://winactor.biz/）

https://winactor.biz/
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WinActorには、対象業務の手順を自動で記録する機能が既に備わっており、従来のシス
テム構築とは異なり、プログラミング知識やシステム改修等の専門知識がなくともロボッ
ト（シナリオ）を作成することが可能である。

■WinActorで業務を自動化する仕組み

■４つの自動化の方法

WinActorは以下の4つの方法で、自動でロボットを作成する。
構造解析や画像識別・キーボード操作等を組み合わせることで、独自システム上の操

作であっても、プログラミング・システム構築不要で、自動化を実現することができる。
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２．共同実証実験の経過

（１）対象者について

2-1.受講者選定

対象者：NTTデータだいち、パーソルチャレンジ、ベネッセビジネスメイト
（以下、対象企業と記述）に従事ならびに所属する障がい者。

尚、本報告書内においては、
対象企業に従事する対象者を「受託」
対象企業に所属し、就労を目指している対象者を「就労支援」
障がい者を支援するスタッフのことを「職員」

と記述とする。

（２）選定手順ならびに調査項目

手順1．ドコモから提示した条件の確認
＜ドコモから提示した条件＞
・Microsoft Excelの基本操作が可能な方

(SUM/COUNT/IF/VLOOKUP程度の関数に理解がある方）
・eラーニング受講が可能な方（PCの有無/インターネット接続可の環境）

手順2．対象の部・課の選定

・対象とした部・課に所属するスタッフ数および対象理由
・対象外とした事業部・課に所属するスタッフ数および対象外理由

手順3．対象の部・課における対象候補者の選定
・「①」で対象としたが、対象候補者としなかった部・課別スタッフ数および

対象外理由
・部・課ごとに対象候補者としたスタッフ数および対象理由

手順4．受講意向の確認～受講者の決定
・受講意向ありとなった受講者の部・課別スタッフ数および意向ありの理由
・受講意向なしとなった受講者の部・課別スタッフ数および意向なしの理由

（３）選定過程においての懸念点

受講者を選定する各過程において、選定者である職員はどのような点を考慮したのか、
また受講者はどういった点が不安であったのか、対象企業へアンケート調査を行った。

アンケート結果で多かったことは「業務・就職活動とのバランス」と「受講者へのサ
ポート」であった。

「対象部署の選定」・「受講者の選定」の各フェーズにおいて懸念される点を、
「業務・就職活動とのバランス」・「受講者へのサポート」２つの観点よりまとめた。
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Ａ.対象部署を選定する上での懸念点

Ｂ.Ａにて選定した部署より、受講者を選定する上での懸念点
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（４）受講選定結果

上記検討を経て、受講者選定を行った結果を、対象企業毎に
A.障がい区分
B.受講者のPCスキルならびに、応募/推薦
C.受講者自身の受講動機

の観点にてまとめた。

A.障がい区分

障がい区分
ＮＴＴデータ

だいち
パーソルチャレンジ

ベネッセ
ビジネスメイト

受託 受託 就労支援 受託

身体障がい 17 5 - 2

精神障がい - 19 4 7

知的障がい - - - -

合計 17 28 9

3社合計 54

・主な障がいの詳細
上肢/下肢/体幹の機能障がい、視覚障がい、アスペルガー症候群、自閉症スペクトラ
ム、注意欠陥多動性障害統合失調症（※その他、障がいの詳細は別紙1を参照）

・ＮＴＴデータだいちは、受講者19名で開始の予定であったが、RPA説明会終了後、
体調不良のため2名が離脱となった。

B.受講者のPCスキルならびに、応募/推薦

単位：名

PCスキル
ＮＴＴデータだいち パーソルチャレンジ ベネッセビジネスメイト

応募 推薦 応募 推薦 応募 推薦

マクロ 9 1 2 4 3 ０

関数 0 0 5 8 4 ０

簡易な関数
(SUM/COUNT/IF

/VLOOKUP)

5 0 2 6 2 ０

基本操作 2 0 0 1 0 ０

合計
16 1 9 19 ９ ０

17 28 9

単位：名

C.受講者自身の受講動機

受講動機 ＮＴＴデータだいち パーソルチャレンジ
ベネッセ

ビジネスメイト

スキルアップ 7 21 9

業務効率化 0 7 0

RPAへの興味 5 0 0

キャリアアップ 4 0 0

勧められた 1 0 0

合計 17 28 9

単位：名
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（２）実施内容

2-2. RPA説明会の開催

NTTドコモは、2-1で選定した受講者を対象にRPA説明会を実施した。また説明会後に、
アンケート調査を実施し、RPAへの理解度や、受講動機、eラーニング受講にあたっての
懸念点・不安点等を調査した。

（１）説明会の実施目的

RPAへの前提知識の均質化ならびに受講意欲の向上、また前項2-1（3）で意見のあがっ
た、職員が発生を想定している懸念点を減らすことを目的とし、RPA説明会を実施した。

説明1．実証実験概要について(10分)

説明2．RPA概要(30分)
の様子

<説明内容>
・RPAとは
・RPA(WinActor)の活用事例の紹介（動画）

└通勤費の申請金額のチェック
└農家から届く注文書の入力自動化

・RPAの各職種・部署別の導入イメージ
・RPA導入の失敗例
・RPA人材の需要、人材育成について

説明3．eラーニングの受講方法について(10分)
＜説明内容＞
・eラーニングのログイン方法や進め方

説明4．質疑応答(10分)

説明会の様子

（３）アンケート結果

受講者へ以下の内容のアンケートを実施した。（※全アンケート結果は別紙2を参照）

アンケート結果の中より、
Ａ.RPAへの理解度
B.RPAへの期待度
C.受講にあたっての不安点

の３つについて紹介したい。

（※アンケートへの自由記述において、
同意見があった場合は（ ）内に同意見数を記載）
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Ａ.RPAへの理解度

・説明会開催前のRPAの認知度

Ｑ.RPA（WinActor）を知っていましたか？

RPAについて
ＮＴＴデータ

だいち
パーソル

チャレンジ
ベネッセ

ビジネスメイト

全く知らなかった 2 13 2
インターネットや新聞
などの記事で見た程度

5 8 3

見たことがある 0 4 1
触ったことがある 1 1 0

実際に業務などで使って
いる

1 0 1

イメージは持っている 0 0 1
回答なし 8 2 1

合計 17 28 9

単位：名

・説明会後のRPAへの理解度

Q．今回の説明会で「RPAができること」を理解できましたか？

N=54名

理解できた 少し理解できた

①

WinActorで出来ることと出来ないことが
分かったため(6)

実業務での活用イメージが分からないため
(4)

・定型業務の自動化ができ、これまで以
上に仕事の効率化に役立つことが分かっ
た。
・プログラミング未経験者でも行うこと
ができることを実感した。
・WebページやExcelと連携した作業を自
動化できることを理解できた。

・自業務で、何をどのように活用できるか
イメージが分からなかったため。
・実際に現在の業務を洗い出し直してみな
いと分からない点がある。

②

WinActorの導入事例を知れたため(2) 具体的な活用事例を知りたかったため(2)
・実際にどのような使われ方をされてい
るのかの紹介があり理解しやすかった。

・使っている業界はたくさん挙げられてい
たが、具体例をもう少し取り上げていただ
けば理解が進んだかもしれない。

③

実際の画面でWinActor使い方を知れたた
め(4)

WinActorを実際に操作していないため(5)

・実際に画面で動作する様子を見たため
理解することができた。

・実際に操作したわけではないので、具体
的なところまでは理解しきれていない。

④ 質疑応答で疑問が解消したため(2) －

⑤
既にIT知識があったため(3) －
・VBAの動作に似ていたため。
・個人的に使用しているため。

－

N=54名
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B.RPAへの期待度

Q.RPAを学ぶことで、今のあなたの職場の業務に活用できそうか

Q．キャリアアップに活用できそうか

N=54名

活用できそう 活用できなさそう・わからない

①

実業務での活用イメージが湧いたため
(18)

実業務にでWinActorが活用できるかが分か
らない(7)

・集計業務、転記作業に活用できそう。
・入力(コピペ)作業が多いため。

・定型作業であっても人間ならではの判断
力・注意力を問われる場面も多いため。

②
VBAよりWinActorを活用するメリットを
感じたため(2)

WinActorとVBAとの活用の違いが分からな
い(2)

N=54名

活用できそう 活用できなさそう・わからない

①

実業務にて活用できるため(17) 実業務にWinActorが活用できるかが分から
ない(2)

・業務を自動化して、空いた時間でもっ
と創造的な仕事をできるため。
・定型業務を自動化していくことは、ど
の分野でも必要とされているため。
・ミスの出にくい業務設計を行うことで、
社内の利益に貢献できるため。
・より広範囲な知識を習得し人材育成す
ることもできるため。

・業務をRPAに落とし込むまでが大変そう。

②

RPA人材の需要が増加しているため(8) 今後の会社方針によるため(2)
・RPAを活用できる人材が不足している
ためキャリアアップに活かせそう。
・現在、RPAを活用する企業が増えてい
るため。

・RPAを業務で使用するか分からない。
・今後会社がRPAをどう導入していくかに
よるため。
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C.受講にあたっての不安点
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2-3.eラーニング受講ならびに中間・終了アンケート

（１）受講中のサポートについて

NTTドコモより、遠隔サポートの利用を無償提供した。遠隔サポートとは、電話・E
メール・デスクトップ共有のいずれかの方法でWinActorの技術に関する相談・質問が
できるサービスである。本サポートはNTTドコモよりWinActorを導入いただいたお客
様へのサービスとして提供をしているものであり、利用者からの評判が高いため、本実
証実験にも無償提供をする運びとなった。

（NTTドコモ提供 遠隔サポートの利用イメージ）

■実証実験における遠隔サポートへの問い合わせ
<お問い合わせ件数>
・NTTデータだいち：0件
・パーソルチャレンジ：56件
・ベネッセビジネスメイト：0件

<お問い合わせ傾向>
・eラーニング受講開始直後の2019年11月・12月にお問い合わせ数が多く、2020年１
月に減少したことから、初期の支援のニーズが高いことがわかった。
・お問い合わせは主にシナリオ構成、ノード関連が多かった。
（※受講者の遠隔サポートの利用実績は別紙3を参照のこと）
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（２）アンケート結果

受講開始30日後に中間アンケートを、60日後に最終アンケートを実施した。
本報告書内では

Ａ.受講頻度・時間の変化
Ｂ.習熟度
Ｃ.意向度
Ｄ.受講が進まなかった理由・eラーニングコンテンツに対しての意見

の４つについて紹介したい。（※全アンケート結果については、中間アンケートは別
紙4、最終アンケートは別紙5を参照のこと）

Ａ.受講頻度・時間の変化

■受講頻度の変化
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B.習熟度

習熟したRPA操作スキル 30日後(名) 60日後(名) 増減

①
自動記録（IEモード）を使って入力で
きる

45 46
+1名

(+2%)

② 画像マッチングを使って入力できる 42 44
+2名

(+5%)

③
自動記録と画像マッチングを状況に応
じて使い分けできる

28 36
+8名

(+29%)

④
Excelのデータを取得し、別のシステム
に入力（転記）できる

32 36
+4名

(+13%)

⑤
Excelのデータを繰り返しシステムに転
記できる

23 31
+8名

(+35%)

⑥ 繰り返しを終了する条件を設定できる 21 33
+12名

(+57%)

⑦
Excelのファイル名に今日の日付を付け
て保存できる

17 25
+8名

(+47%)

⑧
他のパソコンでも動作できるシナリオ
を作成できる

11 18
+7名

(+64%)

⑨ エラーが起きたときにも対処できる 9 13
+4名

(+44%)

⑩
ウィンドウ識別ルールについて理解で
きている

9 12
+3名

(+33%)

⑪
シナリオにパスワードを付与する等の
セキュリティ対策ができる

11 16
+5名

(+45%)

※ 60日後に基本的な操作(①~⑥)が習熟完了した受講者：29名
①~⑪まですべて習熟できた受講者：9名

受講者が習熟完了した以下①～⑪までのRPA操作スキルを受講30日後と60日後で比較
したところ、全項目において、スキル習得者数は増となった。

尚、スキルの難易度については以下の通り。
・項番①～⑥…RPAの基本的な操作スキル
・項番⑦～⑪…RPAの運用・メンテナンスが可能なスキル

N=52名
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C.意向度

Q.業務に活用できそうか

N=52名

Q.キャリアアップに活用できそうか

N=52名

活用できそう 活用できなさそう・わからない

①

RPA人材が不足しており、WinActor習熟
により業務や就業の選択の幅が広がるため
(6)

WinActor習熟がキャリアアップで活用でき
るかが分からない(8)

・今の業務に限らず、今後の社内外の業務
において必ず助けになるスキルだと思う。
・今後転職した際にも役立つと思う。
・出来る事や知識が身につけば、仕事の幅
が広がると思う。

・現段階ではキャリアアップに活かせるかは
分からない。
・WinActorのみをメインコンソールとして
置いている企業は少ないため。

②

実業務にて活用できるため(8) 実業務にWinActorが活用できるかが分から
ない(3)
・今後どのようにRPAと付き合っていくのか
会社の方針が見えないため。
・業務の簡略化は行えると思うが、キャリア
アップに繋がるイメージが持てないため。

活用できそう 活用できなさそう・わからない

①

実業務での活用イメージが湧いたため
(19)

実業務でWinActorが活用できるかが分から
ない(13)

・Officeによる定型業務が多いため。
・単純なデータ入力が多いので自動化で
きそう。
・自分が携わっている業務というより、
社内で扱っている業務の効率化に役立ち
そう。

・受講が完了しておらず、全体像を把握で
きていないため。
・現在の業務にどのように活かしたらよい
かイメージできない。
・現状の業務ではルーチン作業が発生しな
いため、活用は難しい。
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D.受講が進まなかった理由・eラーニングコンテンツに対しての意見

N=29名
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2-4.対象企業の受講者サポート

（１）ＮＴＴデータだいち

職員が本実証実験用のチャットルームを作成した。受講者は自由に本チャットルーム
上でコミュニケーションをとることができ、双方のeラーニングの問題に関して疑問を相
談し合い、問題解決を図ることができた。

職員がチャットルーム利用上の注意点として、進捗についての話題は出さないように
と伝えていたため、受講者同士の過度な進捗競争や、他者と進捗を比較することで発生
するモチベーションの低下といった問題は発生しなかった。

（２）パーソルチャレンジ

学習進捗状況が分かるように表で可視化し、振り返りを行う自主的な取り組みがあっ
た。（※受講者のeラーニング学習記録は別紙6参照）

学習日
本日の
学習進捗

今日の学習で
学んだこと

今日の学習で難しかったこと 次回の学習で活かしたいこと

11月6日 第1章 RPAの概要
チュートリアルのプログラム
選択

11月7日 第1章 チュートリアル
記憶させる手順を確認しなが
ら入力すること

覚えた「録画と停止」の手順の活
用

11月8日 第2章 記憶操作について
エミュレーションモードとフ
ローチャートの並列

グループの挿入のスムーズ化

11月11日 第3章 文字入力について
クリップボードにエミュレー
ションモードを活用すること

クリップボードの動作の活用

11月12日 第4章 画像マッチングについて ターゲット選択の認識 問題文の確認

11月13日 第5章 データ一覧・分岐 データ・変数の引用 シナリオインポートの活用

■学習記録(一部抜粋）

（３）ベネッセビジネスメイト

既存業務とeラーニングの受講の両立にあたって、頭の切り替えが難しい受講者に対し
ては、勤務シフトを変更し、既存業務終了後にeラーニングを受講とした、職員の柔軟な
サポートにより、集中して受講できる環境を整えることができた。

(タイムスケジュール例）

eラーニングにおいて疑問点があると、既存業務に集中できないため、
既存業務を終えてから、受講するように切り替えた。
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３．RPAの導入効果を最大化するための追加検証

３-1.追加検証の背景

■実施目的と内容

eラーニング受講期間終了後、受講者より2-3（３）Dの受講の時間が取れなかったとの
意見や１ヵ月延長、中級編受講を希望するお声が多くあった。（当初は初級編だけの提
供予定であった）また、受講者の進捗レベルも鑑み、どのくらいの受講期間がより適切
であるかの検証をするべく、1ヵ月の追加検証を実施した。

＜追加受講の希望者数＞

追加検証 ＮＴＴデータだいち パーソルチャレンジ
１ヶ月延長利用 9(内、6名中級受講) 27(内、23名中級受講)

＜追加受講の希望理由＞

N=36名

ＮＴＴデータだいち パーソルチャレンジ
【受託】
・業務時間内で対応することとしたため
・対応案件が増え、時間が取れなくなって
しまったため
・業務多忙のため

【受託】
・本業の受託業務をこなしながらの受講に
なり、時間が取れなかったため

【就労支援側】
・センター全体のクリスマスイベント準備
のため
・1/15～就職が決まり卒業準備のため
・センター内での疑似就労の時間外の活動
のため
・実習のため

※ベネッセビジネスメイトは、上記2社より１カ月遅れての参画だったため、
追加検証は実施しなかった。
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90日後にもアンケートを行った。（※全アンケートの結果は別紙7を参照のこと）

本報告書においては、
Ａ.今後目指したい目標
Ｂ.追加受講の進捗
Ｃ.60日→90日後の意欲の変化

の3つについて紹介したい。

３-1.アンケート結果

A.今後目指したい目標

1 より深い学習および資格取得したい(4)
・eラーニングの上級講座も受講をしたい。
・「RPA 技術者検定」の資格を取得したい。

2 実業務を自動化したい(13)
・教材などを見ずに簡単な業務を自動化できるようになりたい。
・RPAを導入して、繰り返しの入力業務などを効率化したい。
・RPAで出来ること、出来ないことの判断もできるようになりたい。

3 他のメンバーへの共有や貢献ができるようになりたい(4)
・今後も定期的にRPAに関する勉強を進め、RPAに移行できる業務の見極めと業務
設計を実施し、他者へもRPAについて共有などができるようになりたい。
・業務効率を改善して、チームに貢献したい。
・現在チームで行っている業務を簡略化し工数を削減する。

4 削減した時間で新しい業務に挑戦したい(3)
・RPAを導入して現行の業務を効率化し、もっと新しい業務に挑戦したい。
・既存業務の効率化を進め、新規案件の開拓を狙いたい。

5 e-ラーニングから学んだことを活用したい(5)
・効率化のための業務ツールを開発し、業務を実施しやすくしたい。
・誰がやってもミスなく業務が実施でき、もし、ミスがあったとしても発見できる運
用方法を開発したい。
・ライブラリのスクリプトについての知識や技量を習得し、ライブラリの改造やス
クリプトの作成が出来るようになりたい。
・障がい特性に合わせたサポートツールを作りたい。
・WinActor案件があればぜひ参加してみたい。

N=31名
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Ｂ.追加受講の進捗

Ｑ.追加受講は予定通り進められたか

「予定通り進められなかった」理由
－アンケートのコメント
・業務に時間を取られることが多く、受講時間が確保できなかった。(14)
・自身の体調の問題があり、業務を優先したため受講できなかった。
・想定より受講時間が確保できなかった。
・WinActorが期待通りに動かなかったり、自分のミスに気が付かなかっため時間がか
かってしまった。

N=36名
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C.60日→90日後の意欲の変化

Ｑ.業務に活用できそうか

60日後(N＝52名) ⇒ 90日後(N＝36名)

Ｑ. キャリアアップに活用できそうか

60日後(N＝52名) ⇒ 90日後(N＝36名)
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３-３.対面インタビュー

対面にて受講者および職員に対してインタビューを行った。

■インタビュー実施の目的
ペーパーアンケートだけでは、受講者ならびに職員の率直な意見をキャッチアップできな
いのではないかと考え、インタビューを実施する運びとなった。

■詳細
－取材対象者
ＮＴＴデータだいち4名、パーソルチャレンジ4名、ベネッセビジネスメイト7名、
計15名の受講者及び各社職員

－取材方法
＜WEB取材＞

ＮＴＴデータだいち、パーソルチャレンジ

＜対面及びWEB取材＞
ベネッセビジネスメイト

※インタビューはすべて対面で実施予定だったが
新型コロナウイルスの影響により、
一部WEBでの実施となった。

ペーパーアンケートの場合、良かった点は記載しやすいが、マイナスの意見を表現しに
くい方もいたのではないかという考えより、インタビューにおいてはコンテンツに関する
意見なども率直にお伝えいただくようにお願いをした。

その結果、ペーパーアンケートだけでは知りえなかった声を多数聞くことができ、また
双方の表情が見えることで、本実証実験について感じられていること等を深く理解するこ
とができた。またアンケート項目以外の、受講者/職員の本実証実験にまつわるエピソード
も聞くことができた。

インタビュー結果を
Ａ.受講者
Ｂ.職員

に分け、下記に概要をまとめた。

WEB取材の様子

Ａ.受講者へのインタビュー結果

■既存業務と受講の両立

受講の両立 理由

両立できた
職員による集中できる時間の確保があった。
社内でのRPA名員の位置づけにより集中し受講できた。
仕事のうちであるというマインドを持つことができた。

両立が難しかった

既存業務と受講時間を区切る際、1つのことに集中
しがちになってしまうため難しかった。
既存業務と受講との頭の切り替えが難しかった。
既存業務と受講の優先順位がくるってしまった。

N=15名
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Ｂ. 職員へのインタビュー結果

■実際に自動化（RPA化）した業務及びできると思った業務

■今後、RPA人材の育成担当者として活躍してみたいか（N＝15名）
活躍してみたい（２）
・まだ自分の学習で精一杯であるが、今後は考えていきたい。
・このようにすると既存業務が楽になる（効率化できる）と伝えたい。

自動化 業務
自動化（RPA化）した業務 伝票の入力業務

自動化（RPA化）できると
思った業務

毎月同じフローの業務
Excelを元にした伝票の作成業務(2)
Excelの作業報告書のPDF化
Googleアナリティクスの報告書作成
集計や転記業務(3)

N=15名

■受講者へのケア
・受講者同士でのコミュニケーションにおいて、課題そのものについての質問は良い

が、お互いの進捗や習熟レベルについて詮索するなど、決して競争することのないよ
うにとの声掛けをしていた。

・受講者選定の過程において、スキルの高い方を選定したが、修了できるかへの不安
の声が多く、最後まで学習できなくても（終わらなくても）問題ないので安心するよ
うに、という声かけを適宜した。

内容 詳細

課題

受講期間
アサインされている既存業務の負荷状況によっ
て、受講が進まないメンバーがいた。

コンテンツ

この表現は何を指しているのかなど、テキスト
内にある技術説明や専門用語に関する相談があり、
対応が難しかった。

改善点

受講期間
終業時間以降の受講を禁止していたため、受講
期間がもっと欲しかった。

コンテンツ

スモールステップでの確認テストやフィードバッ
クがあれば、達成感をもっと感じてもらうことが
でき、さらなるモチベーションアップに繋がるの
ではないかと思った。

職員へのRPA研修もあれば受講したい。
（受講者サポートのため）

■課題・改善点

■受講者の変化
・受講者の興味度や習熟度が高まり、実際に既存業務に活かしたいとの声も高まった。
・受託業務では、ある程度ポテンシャルを持った人材が能力を発揮していく良い

きっかけとなった。
・自分に対して自信がつき受講者自らが自己発信できるようになった。

■今後の予定
・来期からWinActorを購入して、受託業務のRPA化をすることが決定した。
・業務効率化や受講者のスキル・キャリアアップにつなげることができ、良い機会

となった。
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■その他
・外部の企業の人と、話す機会・コミュニケーションをとる機会が少ないため、

インタビューに答えること自体が、社会性を高める点においても、良い機会
となった。
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４．共同実証実験結果の分析及び考察

1-2（2）で挙げた以下4点を軸に分析及び考察を行う。
1.eラーニング受講前に実施する最適な受講者の選定方法
2.eラーニング受講前の説明会における理解度・スキル習得に対する意向度
3.eラーニング受講後の理解度・スキル習得に対する意向度・スキルレベル
4.eラーニング受講後の就労条件の変化、向上度合い

受講者選定にあたり、事前に受講者のPCスキル(マクロ、簡易な関数
(SUM/COUNT/IF/VLOOKUPなど)のレベル)もみた上で選定する必要がある。また、
RPAを実業務に活かしたり、これまでの経験した業務とRPAの親和性が高く、「RPAを活
用できる」といったイメージを持ってる方は、理解度・習熟度が高かったため、業務内容
を選定基準に加える必要もあるかもしれない。

その他、受講者の障がい特性やパーソナリティに起因する部分もあるが、業務量が増減
なく一定している受講者や受講時間が一定量確保できる受講者をの方が、習熟が早い傾向
も見て取れた。

「習熟が早い方」「得意な方」だけを受講者に選定することを推奨するわけではないが、
個人の特性を伸ばすための参考に繋がればという考えの元、「RPAの習熟が早い受講者の
特徴」を以下にまとめた。

＜RPAの習熟が早い受講者の特徴＞
・新しいことを覚えるのが好きな方
・物事を組み立てて考えることが好きな方。
・ PCでの集中した作業が得意な方(特に発達障がい者の特性を活かせるのではないか)。
・プログラミング知識がある方・プログラミング業務の経験がある方。

4-1.eラーニング受講前に実施する最適な受講者の選定方法



33

4-2. eラーニング受講前の説明会における理解度・スキル習得に対する意向度

説明会参加前後の理解・意欲の変化は顕著に見られ、前提知識の均質化ならびに受講意
欲の向上・各受講者の目的意識の向上にも繋がったため、受講前の説明会の開催は実施し
た方が良いことが分かった。

しかしながら、説明会の開催においては、次の点において改善・配慮が必要である。

項目 改善内容

スライド
・資料の文字の色や大きさを確認する。
・1文の長さにも考慮する。
（長い文章の場合、発達障がいのメンバーは理解力が下がるケースが多い。)

資料配布

・障がい特性にもよるが、受講者に資料配布を依頼する際は、「自分の資料
を1部取り、余った資料を次の方へ渡してください」といったように、お願い
したいことを詳細にお伝えする必要がある。
（※「資料をまわしてください」という声かけしかせず、受講者を混乱させ
てしまうことがあった。）

環境

・受講者が心身共にリラックスして説明を聞ける環境を整える。
（休憩時間の有無の確認や、説明時は説明者も座った方が良いかなどを確認
する。）

・RPAに対する理解度や他のeラーニング受講した経験の有無などにより、説
明の伝わり方に差が出てくることも考えられるため、質疑応答の時間は充分
に用意しておいたほうが良い。

・室温を確認する。
（暑さや寒さに敏感な特性を持つメンバーも多く、集中して説明を聞けない
ことがある。)

・雑音に注意する。
（会議室の場合、他の会議室の音が漏れて聞こえてくることや、空調の音が
大きいことなどが気になるメンバーは環境により集中力が低下する。)
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4-3. eラーニング受講後の理解度・スキル習得に対する意向度・スキルレベル

RPAへの理解度・習熟への意欲やRPA活用の意向は高まった一方、なかなか受講時間
を確保できない受講者も多く見られ、学習期間については再検討の必要があることが分
かった。考察結果ならびに改善が必要な点を次にまとめた。

■RPA習熟に必要な受講期間・受講頻度（１日の学習時間）等について

項目 考察結果・改善点

受講期間

30日間の受講では習熟が難しく、60日間の受講期間が必要である。
※90日間の追加検証を実施したが、基礎的なスキルの進捗状況は変
わらず、あまり有効な結果は出なかった。しかしながら「もっと時
間があれば、さらに深く理解できた」「時間がないため、深い理解
はあきらめた」という意見もあっため、就業しながら学習する場合
は、90日間以上の受講期間が適切であるとも考えられる。

習熟完了に必要な
受講頻度

週3~5日、1日1～3時間以上、学習された方の習熟レベルが高い
傾向が見られた。

尚、週4~5回30分以上1時間未満、週3~4回で30分以上1時間未満
など学習頻度が高くても、1度の受講時間が短い場合や、週1回と学
習頻度が低い場合においては、習熟レベルが低い傾向となった。ア
ンケート・インタビューにて「復習に時間がかかる」という意見も
複数あがっており、学習時間が短いと（学習時間を1時間以上確保
できないと）、復習だけで終わってしまう傾向がみてとれた。

既存業務・就職活動
とeラーニング受講

の両立

既存業務・就職活動との両立や既存業務と受講の頭の切り替えに
悩む受講者がいた。

＜受講時期を決定する際＞
事前のスケジュール調整を綿密に行い、「他のタスクが終わらな

いのではないか」といった心配を抱えず、RPA学習に集中できる時
間を作るなどの工夫が必要である。

＜受講期間中＞
既存業務終了後の午後から受講に取り組むようスケジュールを組

むこと、受講日の間隔が空かないように工夫することなど、細かな
職員のサポートが重要である。

尚、業務シフトの組み方に関して調整する必要がある場合、受講
者選定時から同じ業務を実施している受講者もしくは各部署1名の
受講者を選定する等、既存業務に負荷のかからないようにする必要
がある。
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■eラーニング・eラーニングの教材について

項目 考察結果・改善点
eラーニング ・時間・場所の限定がなく、いつでもどこでも学習できる。

教材について

「実践的な内容で非常にためになった」「説明が丁寧で理解しや
すいかった」といった感想があった一方、以下の意見もあった。
今後の改善点としたい。

・表現方法や技術や専門用語など、普段では使われない言葉が多
く難しい。

⇒RPA初心者であっても、理解しやすいテキストへの改修

・テキストの1文が長すぎる。
⇒読みやすいテキストへの改修

・PCのブラウザ上に、テキストページとWinActorの操作画面の
どちらも開かなければならず、画面が重なってしまい見づらい。

⇒テキストは紙ベースでも提供できる準備が必要

・説明が難しい・受講がなかなか進まない。
⇒動画を使った解説（あるいはテキストの音声読み上げ機能）
や、職員が受講者に説明ができるような研修もしくは職員用テ
キストの作成。
⇒スモールステップでの振り返りテストやフォードバックがあ
れば、モチベーションアップや意欲の向上に繋がるかもしれな
い。

・視覚障がい者の受講
⇒視覚障がい者に対して画面の見やすさ(文字の大きさ・色
調・色の組み合わせ)に留意する必要がある。また、アクセシ
ビリティに関して考慮すべき事項として、図と関連する説明
文との整合性なども挙げられる。(DAISY、EPUBなどを参照)

■サポートについて

項目 考察結果・改善点

受講時の分らない
問題の解決方法

受講者同士のチャットによるコミュニケーションは、受講者同
士の繋がりがうまれ社会性を育む観点から良い取り組みであると
感じた。各受講者のパーソナリティを鑑みる必要はあるが、グ
ループとして受講しても良いかもしれない。

遠隔サポートの利用
遠隔サポートの積極利用があり、スキル習得に対する意向度の

高さがうかがえた。また、受講者の電話によるお問い合わせは、
社会性を育む点からも良い取り組みであると感じた。

■取材（インタビュー）の実施について

項目 考察結果・改善点

取材
（インタビュー）の

実施

受講者や職員のアンケートではわからなかった実際の生の声に
よる習熟度や工夫および改善点把握につながった。取材による受
講者との顔合わせの対話は、職員より受講者が緊張をしてしまう
一面もあるが、自分の意見を言葉にして他者に伝える良い機会で
あったという意見もいただき、実施の意義があった。
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本実証実験期間中に、「RPAを使った業務に従事することができた/RPAを扱っている部
署に転籍となった」といった、就労支援・新たな就労機会の創出そのものに直接つながっ
た事例はなかった。しかしながら、「RPA人材＝障がい者雇用」という新しい就労支援の
概念を創出する機会でもあると感じた。

就業されている障がい者について、ベネッセビジネスメイトの職員より、意見があった。

＜ベネッセビジネスメイト＞
・受講を通して学んだ知識を開発にさっそく使ってくれています。具体的ですぐに使える
知識を入れるということはモチベーションにもつながると感じました。使える知識があっ
たということが自信に繋がったようです。
・（RPAの導入・運営にあたり）なぜそうするのか、それをしない、もしくはしてしまう
とどういうデメリットがあるか、危険があるかということはなかなか学ぶ機会がないと
言っていましたので、それらの説明を枠囲みなどで都度説明してもらえるとよいと思いま
した。
・認定制度もしくは修了証の発行など、受講したことでオフィシャルではなくとも受講者
自身のキャリアに繋がるような認定はあるといいなと思いました。

今後の課題として
・RPA導入・運営の視点まで含めた学習プログラムの作成
・資格制度・認定制度（オフィシャル/アンオフィシャル）の検討
・障がい者もRPA人材として活躍できることの訴求
があげられる。

これらの課題をクリアしていくことで、障がい者が活躍できる場の拡大に繋がっていく
のではないかと考察した。

4-4. eラーニング受講後の就労条件の変化、向上度合い
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５．今後の展望

５-1.NTTドコモが考える今後の展望

■障がい者の就業の現状とリモートワークの拡大
障がい者・・・リモートワーク（在宅勤務）をされている方が多数いる。
※リモートワーク（在宅勤務）を選択されている理由

身体障がい・・・通勤不可、もしくは困難であるため。
精神障がい・・・対人コミュニケーションや、人数の多いコミュニティでのコミュニ

ケーションに心的ストレスを多く感じたり、障がい特性上コミュニ
ケーションを円滑にとることが難しいケースがあるため。
また、日によって体調（心的コンディション等）に波があるケース
もあり、出社/在宅勤務を体調に合わせて選択できるようにしてい
るため。

2020年3月より新型コロナウィルスの感染が拡大し、感染防止対策のため「リモート
ワーク」が一気に拡大をした。これまで「リモートワーク」「在宅勤務」について体制
が整っていなかった企業にも“在宅でも勤務ができる”という新しい概念が定着し、「就
業＝出社必須」という固定概念が変わろうとしている。

前述の通り、障がい者の多くは既にリモートワークで活躍をしており、「リモート
ワークの先駆的存在」とも言え、また、リモートワーク者が増えたことは、「就労のバ
リアフリー化の一歩」とも言えるのではないだろうか。

■RPAはリモートでも習熟/業務ができる
今回の実証実験の結果の通り、RPAは適切な支援があればeラーニング＝リモートで

も習熟ができる。またRPAのシナリオ構築等も、在宅やサテライトオフィスで業務を実
施することが可能である。

在宅でRPAを習熟できるということは、在宅勤務者であっても業務効率化を実現する
ことができたり、また、障がい者の雇用期間の拡大にも繋がるのではないだろうか。

■RPA学習のもたらす定量的効果・定性的効果

項目 内容
定量的に効果が

あると分かった点
・障がい者自身のスキルやモチベーションアップにつながる。
・RPAでの業務効率化が実現できる。

定性的に効果が
あると分かった点

・RPA習熟により業務を可視化できるので業務の全体像を把握できる。
⇒・業務改善に向けた効率的な業務への取り組みができる。

・他のITスキルの向上により働く幅が広がる。
例）マクロをただ設計するのではなく「いつ、どのような業務を
どの部署が、どのような方法で行いこのデータを作成している
か」など、その業務の背景を詳しく把握することで、マクロだけ
をつくればいいのか、それともWinActorを用い、マクロの設計が
できない人でもメンテナンスができる仕組みを整えた方が良いの
か等、考えることができる。

⇒・就労機会の創出およびRPAに限らず、業務効率化のアドバイスが
できる人材となれる可能性がある。（スキルの高い人材の創出）

障がい者の就業の現状ならび、本実証実験の結果をふまえ、NTTドコモが考える今後の
展望を以下に記載する。
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５．今後の展望

５-1.NTTドコモが考える今後の展望

■受講対象者の拡大
・特別支援学校（高校生）等にも提供し、早期の段階からRPA習熟をすることによりRPA
習熟の有効性を最大化できる可能性がある。
・本実証実験の受講者には、高校生の“背中”となっていただくことができるのではないか。

■今後の展望について
障がい者の就労機会の創出に関しては課題があったが、本実証実験を通じて得られた多く
のナレッジをもとに
・社内での業務効率化
・障がい者の就労支援やスキルアップサポートへの活用
・今後様々な企業がRPA人材の担い手として積極的な障がい者の雇用や育成
に繋げていただきたい。
NTTドコモとしては、RPA eラーニングコンテンツの提供のプラットフォーマーとして
の積極活動や障がい者専用コンテンツの開発なども検討していきたい。
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５．今後の展望

5-2.実証実験参画企業が考える今後の展望

ＮＴＴデータだいちより、今後の展望について、以下の意見があがった。

＜ＮＴＴデータだいち＞
社内における事務処理等の業務効率化を図るための手段として、RPAは有効であると考

えている。
また、今回の実証実験においては、プログラミングの経験が無かった社員でも、eラー

ニングを受講することにより、実際に社内で利用するツールのシナリオ作成までができる
ようになった。社員のスキルアップを促すツールとしての有用性が期待できる。

NTTドコモもここまで述べてきた通り、有効性・有用性があると考えている。

これから「RPAを学びたい」と思っている障がい者ならびに、「RPA学習を就労支援に
取り入れたい」「スキルアップをしてもらいたい」と考えている障がい者を支援する職員
への参考になればと、下記「これから受講を考えている方へ」のコメントをいただいた。

■今後、受講する方々に向けての受講者コメント

<ＮＴＴデータだいち>
・H.Hさん

受講する前は、RPAに何ができるのかも良く分からない状態でしたが、受講する
ことでRPAの便利さを知るようになりました。継続して中級編も受講し、その後オ
リジナルのシナリオ作成に取り組みました。

最終的に社内で使用するシナリオを作成することまで出来るようになり、業務に
関わる方たちに喜ばれています。

受講については、カリキュラム通りに進めても初心者の自分には理解出来ないと
ころがありましたが、それでも足踏みせず「そういうものだ」と思いながら先に進
み、後で振り返ることで理解を深める事が出来ました。
オリジナルのシナリオ作成にはとても苦労しました。使えそうなノードだと思っ

て試そうとしても設定する値が分からなかったり、思うようなノードが無かった
り・・・。VBAに詳しい方のアドバイスもあり、カリキュラムの内容を参考にノー
ドを色々組み合わせることで、試行錯誤しながらも完成することが出来ました。

やはりオリジナルのシナリオ作成で更に理解が深まります。思い通りにシナリオ
が動くと面白いですし、更に業務に役立つので達成感が得られます。
これからも社内に役立つシナリオを作成したいと思います。

・H.Mさん

もともと業務でWinActorを使う機会がありましたが、より詳しく理解したいと思
い今回の実証実験への参加を希望しました。
業務が忙しかったため、eラーニングを受講するための時間を確保することが難し

かったですが、得るものは多かったと思います。
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・M.Kさん

RPAについてはニュースで見聞きしたり、社内でも話題となっていたため、どん
なものなのか興味を持っておりました。
今回の実証実験で、RPAの基本からシナリオの作成方法まで、ある程度理解でき

ました。
また、RPAを有効に用いるためには事前に業務フローを整理したり、運用面でも

気を配る必要があることも学ぶことができました。
自分が現在従事している業務の中においてはRPAの活用方法はあまり見当たりま

せんでしたが、社内全体の業務の中には何らかの活用方法があると思います。

・K.Hさん

新しいことを学ぶことは好きなので、新しい技術を習得することでキャリアアッ
プできないかと思い受講しました。
初級編・中級編ともに難易度は高かったですが、どのようにしたら現在の業務に

活用できるだろうかと考えながら学習を進めました。
今後も復習を続けながら資格取得を目指したいです。

■今後、受講する方々に向けての職員コメント
（１）ＮＴＴデータだいち

RPAは今後、これまで人が行ってきた定型業務を代行してくれるツールとして、
さらなる普及が期待されています。

みなさんの務めている社内でも、身の回りを探せばRPAを活用すべき場面がある
と思います。

ただし、学習したいという方にとっては、書籍を読むだけでは仕組みはわかるけ
ど実際の作成方法までは理解できない、という方もいるかもしれません。

本eラーニングは、教材とソフトウェアがセットになっているため、実際にシナ
リオを作成しながらRPAの理解を深めることができます。今回の実証実験に参加し
た弊社の社員には、内容が難しくて進まないという人もいましたし、業務の繁忙に
より受講時間を確保することが容易ではない人もいました。その中でも、実際にシ
ナリオを作成することができるようになった社員がいることは、本人にとっても励
みになりましたし、会社にとってもひとつの強みを得たと感じています。

ぜひ、本eラーニングを通じて、RPAに何ができるのかを知るだけでなく、RPA
を用いて自分は何ができそうかということも考えてみてはいかがでしょうか。
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（２）パーソルチャレンジ
・就労支援側

企業、利用者の方が求めるのであれば就労の可能性を広げるためにもRPAに対
応できるような就労移行支援事業が出来ればと考えてはいますが、具体的にどう
取り入れていくかは決まっていない状況です。

・受託側

このgaccoを機に、WinActorを導入済み。受託業務の一部をRPA化し、メン
バーの意欲向上や業務効率の効果が得られるかのPoC的な取り組みを行っており
ます。また、将来的には全社を横断するRPA専門部隊化の実現も視野に入れてお
ります。

（３）ベネッセビジネスメイト

スキルだけなく、背景も学べる講座であること、stepを踏んで、分かりやすい
説明のあと、実際に自ら手を動かして理解を深めていけることから、知識が体系
化され、さらに身についていく感覚を持てる講座です。受講者がRPAに対する理
解を深めていく様子を日々感じ取れる研修でした。
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＜おわりに（NTTドコモ）＞

本実証実験では、合計54名の障がい者に参加を頂いた。

eラーニングの受講のみならず、アンケートやインタビューにも積極的ご協力を頂き、
適切な支援があれば、障がいをお持ちの方でも、eラーニングにてRPAのスキルを習得で
きることが分かった。

本実証実験で体得したナレッジを、本報告書の公表を持って広がり、障がい者のスキル
アップ・就業機会の拡大に繋がっていくことを強く望んでいる。

本報告書内にも記述をした通り、eラーニングコンテンツのユニバーサルデザイン化や、
障がい者もRPA人材として活躍できることの訴求など課題も多くあるが、一つひとつ改善
を進めていきたい。

今後は特別支援学校～就労支援センターへのeラーニングコンテンツの提供も視野に入
れ、RPA人材の育成や、障がい者雇用の拡大＝就業のバリアフリー化の一旦を担っていき
たいとも考えている。

※WinActorはNTTアドバンステクノロジ株式会社の登録商標です。
※その他の会社名、システム名、製品名は一般に各社の登録商標または商標です。
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別紙1 障がい名一覧（NTTドコモ）＞
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別紙2 説明会後アンケート（NTTドコモ）＞
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別紙3 受講者の遠隔サポートの利用実績（NTTドコモ）＞
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別紙4 eラーニング中間アンケート（30日後）TTドコモ）＞
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別紙5 eラーニング中間アンケート（60日後）TTドコモ）＞
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別紙6 受講者のeラーニング学習記録TTドコモ）＞
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別紙7 eラーニング追加アンケート（ 90日後）Tドコモ）＞
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